
生徒インタビュー

広島で学んだ平和のバトンを未来へ

市
の
平
和
事
業

　有馬中学校の生徒たちは3年間の平和学習、広島
への修学旅行を通じて何を感じたのでしょうか。
　平和のバトンを未来につなげるために、学んだ
ことや感じたことを聞きました。

　

昭
和
60
年
12
月
17

日
に
平
和
都
市
宣
言

を
行
い
、戦
争
や
原
爆

の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

平
和
行
政
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
和
の
大
切
さ
を
身

近
に
感
じ
る
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
宣
言
塔
を
海
老

名
駅
西
口
そ
ら
か
ぜ
通

り
、大
谷
コ
ミ
セ
ン
、東

柏
ケ
谷
近
隣
公
園
な
ど

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
被
爆
し
た
ア
オ
ギ
リ
の
種
か
ら

成
長
し
た
苗
木
は「
平
和
を
愛
す

る
心
」「
命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す

る
心
」を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、広

島
市
に
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
市

で
は
、平
成
22
年
4
月
の「
平
和
市

長
会
議
」へ
の
加
盟
を
記
念
し
て

同
年
5
月
23
日
、市
役
所
南
側
芝

生
広
場
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て
、修
学
旅
行

先
に
長
崎
を
選
ん
だ
中
学
校
が
あ
り
ま

す
。

　
生
徒
た
ち
は
現
地
で
、原
爆
資
料
館
の

展
示
品
を
見
学
し
、浦
上
天
主
堂
信
仰
の

礎
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
聞
い
て
、被
爆
の
歴

史
や
平
和
の
尊
さ
に
ふ
れ
な
が
ら
理
解
を

深
め
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
学
び
の
場
は
異
な
っ
て
い
て
も
、平
和

の
大
切
さ
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
想
い

は
共
通
し
て
い
ま
す
。

鶴田 今はきれいな川に、当時は原爆が投下され、被
爆者が飛び込んだということを想像すると衝撃的
で、なんとも言えない不思議な気持ちになりました。
平和記念資料館の中は、人の想

お も

いや魂が宿っている
ような、独特の雰囲気を感じました。

奥谷 平和宣言をした時に、どこにでもいる中学生の
言葉に、高齢のご夫婦や外国の方が耳を傾けてくれ
たことがとてもすてきで、人のつながりを感じまし
た。そんな温かい街に原爆が投下されたということ
が信じられませんでした。

鶴田 1・2年生での新聞制作で、知らないことを深く
知ることができました。ただ、文字などの資料で知る
ことができる内容には限りがあると感じていました
が、実際に広島に行ったことで、学んできたことがつ
ながったり、新たに湧

わ

いてくる感情がありました。

奥谷 原爆とは何か、何人が犠牲になったのかという
ことを学んできました。その上で、実際の展示物など
を見ると、私たちと同じ中学生や何人もの人が悲惨
なことを経験して、そこには一人一人の物語があっ
たということが伝わってきました。

鶴田 感じたことを自分の中だけで終わらせるので
はなく、人と話して関わり合ったりすることで、家族
や友達に「平和」は当たり前ではないことを伝えたい
です。「平和」は誰かが守ってくれるものではなく、
私たちが受け継いで築いていくものだと感じていま
す。

奥谷 広島も海老名も同じように温かい人がいて、
「平和」が存在しているということを伝えたいです。
自らの問題として捉えることができた今だからこ
そ、普段からニュースを見たり、新聞を読んだりし
て、「平和」について自分ができることに関心を持ち
続けることが大切だと感じています。

　
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
災
に
関
す
る
パ

ネ
ル
や
戦
争
中
の
品
々
を
展
示
し
ま
す
。

期
8
月
3
日

（
月
）～
14
日

（
金
）（
閉
庁
日

除
く
）

場
市
役
所
エ

ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

　
「
防
空
壕ご

う

へ
の
避
難
」「
真
っ
赤
に
染
ま

る
空
」「
父
か
ら
の
残
さ
れ
た
手
紙
」な
ど
、

市
民
が
語
る
戦

争
体
験
の
動
画

を
市
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配

信
し
て
い
ま

す
。

　
「
私
に
と
っ
て
の
平
和
」を
テ
ー
マ
に
描
い
た
絵

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
選
定
し
た
作

品
を
市
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会

議
の「〝
平
和
な
ま
ち
〟絵
画
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
２
６
」に
提
出
し
ま
す
。

　
毎
年
８
月
上
旬
に
、市
内
の

戦
没
者
に
対
し
て
安
ら
か
な

冥
福
を
祈
り
、恒
久
平
和
を
祈

念
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
合
図
で
１
分
間
の
黙
と

う
を
行
い
ま
す
。
戦
争
や
原
爆
で
犠
牲
と
な
っ
た

方
々
の
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

・・
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

…
８
月
６
日（
木
）８
時
15
分

・・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

…
８
月
９
日（
日
）11
時
２
分

・・
終
戦
の
日
…
８
月
15
日（
土
）12
時
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戦
争
を
語
り
継
ぐ
パ
ネ
ル
展

戦
争
体
験
講
話
を
配
信

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

こ
ど
も
た
ち
に
よ
る〝
平
和
な
ま
ち
〟絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

戦
没
者
追
悼
式

平
和
都
市
宣
言

平
和
都
市
宣
言
塔

被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世 他

の
中
学
校
の

修
学
旅
行
で
は
長
崎
へ

有馬中学校3年生
奥
お く た に

谷 樹
いつき

さん︎
有馬中学校3年生
鶴
つ る

田
た

 希
の の か

乃果さん︎

市
内
各
地
に
あ
る
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

問
市
民
相
談
課
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
５
６
８

問
市
民
相
談
課
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
５
６
８
・
福
祉
政
策
課
☎
０
４
６（
２
３
５
）４
８
２
０

Q 印象に残っていることは？

Q 1年生からの平和学習が、どのようにつながりましたか？

Q これからの自分たちにどのようなことができると感じましたか？

写
真
提
供
：（
有
）林
写
真
商
会
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